○○科学習指導案
指導者　○○○○

１　指導日時　　　　　平成○○年○月○日○曜日　　第○校時（○○：○○～○○：○○）

２　学年　組　　　　　第○学年○組（計○○人）

３　場所　　　　　　　第○学年○組　教室（○校舎○F）

４　単元（教材）名　　　「○○○○○○○○○○○○○○○○」

５　単元（教材）の目標

　○

○

○　　　　　　　　　　　　


６　単元の評価規準

　 ○

○
○
７　単元（教材）について　　【教材観】

８　児童・生徒について　　【児童・生徒観】
９　指導について　　【指導観】
　本時においては、………　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10 指導計画（全○○時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）○○○○○○　…　２時間

（２）○○○○○○○○○　…　３時間

（３）○○○○○○○○　…　３時間　（本時２／３時間目）

（４）○○○○　…　２時間

（５）○○○○○○○…　２時間

11　本時の学習

（１）本時の目標　　　　　　　　　　　

　　
　　

（２）本時の評価

	観点
	具体的な評価規準（Ｂ規準）
	十分満足できる（Ａ規準）
	生徒への手だて（Ｃ規準）

	
	
	
	

	
	
	
	





（３）本時の展開

	段階
	学習内容
	指導者の活動
	学習者の反応
	留意点
	評価の場面と方法

	導入

（○分）
	
	
	
	
	

	展開

Ⅰ

（○分）
	
	
	
	
	

	展開

Ⅱ

（○分）
	
	
	
	
	【技能】○○の計算ができる。（ノート）例


	終末

（○分）
	
	
	
	
	



（４）板書計画


（５）本時の使用教材と資料（ワークシート）

　　・教科書：「○○○○○○」　　○○出版社

　　・資料集：「○○○○○○○○○○」　　○○○○出版社

　　・読み物資料やワークシートを使用する際は出典とともに書く

※この後に、座席表をつけることもある。
「学習活動」ではなく「学習内容」であることを意識して書く。








評価の観点ごとに書く。





・可能であれば表で示す。


・時間数は例。





観点は１つでもよい。





・期待する反応が得られない場合の指導や支援も書く。








期待する反応を書く。





・本時につけたい力を書く。


・文章で表記する。


・評価規準は書かない。





・単元を通してつけたい力を書く。


・文章で表記する。


・評価規準は書かない。





・【評価の観点】「Ｂ規準」（方法）を書く。


・記述は例。





本時の板書の完成形を示す。





「自力解決」「集団解決」などの言葉を使う教科もある。





・小学校は「児童」，中学校・高等学校は「生徒」と示す。


・各学年の発達段階を踏まえ，学級の児童・生徒を具体的に想定して書く。


・教科の時間の様子（成果や課題）を書く。





・この「単元」をこの「児童・生徒」にどのように指導すれば効果的かを考え，記す。


・途中から本時の指導について示す。





教材研究の成果が表れる。ここが語れないと，「魅力ある授業」はつくれない。








